
（参考）首都圏空港の現状

国内線利用客 国際線旅客数 外国人の首都圏空港利用者数
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出典：出入国管理統計表（平成24年度）
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○ 日本再興戦略（平成２５年６月１４日閣議決定）において、首都圏空港の機能強化は、立地競争力の更なる強化

（参考）日本再興戦略（抄）

議決定 、 港 機 強 、 競 更 強
のための施策として、また、国家戦略特区において優先的に取り組むべき項目として位置づけられている。

５ 立地競争力の更なる強化

日本再興戦略（抄）（平成25年6月14日閣議決定）本文

一 日本産業再興プラン ～ヒト、モノ、カネを活性化する～ ５．立地競争力の更なる強化

①「国家戦略特区」の実現

○「国家戦略特区ワーキンググループ」での検討等

地域活性化担当大臣の下、「国家戦略特区ワーキンググループ」において、制度設計や具体的なプロジェクト、規制改革項目の選定等を行い、夏まで

．日本産業再興プラン ヒト、モノ、カネを活性化する

地域活性化担当大臣の下、 国家戦略特区ワ キンググル プ」において、制度設計や具体的なプ ジ クト、規制改革項目の選定等を行い、夏まで
に方針を固める。
これを受けて、国、地方及び民間からなる統合推進本部を立ち上げるとともに、速やかに国会において所要の法的措置を講じる。
国家戦略特区が取り組むべき課題として、例えば、「居住環境を含め、世界と戦える国際都市の形成」、「医療等の国際的イノベーション拠点整備」と
いった観点から、特区内における特例措置はもとより、全国で適用される規制・制度改革項目の積極的な活用や重要インフラの整備なども組み合わ
せ、成長の起爆剤となる世界で一番ビジネスがしやすい環境を作り上げる。
そのような視点で、現在国家戦略特区ワーキンググループで検討している、優先的に取り組むべき規制・制度改革項目等を例示すれば、以下のとお
りである。

①都心居住促進のための容積率・用途等土地利用規制の見直し （以下略）
②外国医師による外国人向け医療の充実 （以下略）
③インターナショナルスクールに関する設置認可条件等の見直し （以下略）
④研究者等への労働契約法をめぐる課題に関する検討【再掲】
⑤首都圏空港の機能強化と都心アクセスの改善【再掲】
⑥公立学校運営の民間への開放 （以下略）

○特区推進体制の整備

総 大 を す 「 家戦略特 諮 会議 家戦略特 担 大 任命など 特 を プダウ 進 政府体制を速内閣総理大臣を長とする「国家戦略特区諮問会議」の設置や国家戦略特区担当大臣の任命など、特区をトップダウンで進めるための政府体制を速や
かに確立する。

③空港・港湾など産業インフラの整備

ヒトやモノの国際的な移動を円滑化するため、首都圏空港や戦略港湾の強化を図る。

○首都圏空港の強化と都心アクセスの改善

今年度末の羽田空港の国際線３万回増枠、来年度中の成田空港の30万回化を着実に実施しつつ、首都圏の各空港の地方路線と海外路線との接続

を改善するなどの更なる機能強化を検討するとともに、都心と両空港とのアクセス改善に向けて、既設の鉄道の活用や都心部における大深度地下の
利用などによる都心直結線の整備に向けた検討を進める。 2



（参考）羽田空港の旅客数・発着回数の推移

○ 羽田空港においては、平成24年度の旅客数が前年比5％増の6,670万人となった。

国際線ターミナル
等施設整備

44.7万回(1)

4570 Ｄ滑走路運用慣熟7 000
（万人）

Ｄ滑走路運用慣熟

41.0万回

港 、 度 数 増 ,
○ このうち、国内線旅客数が5,875万人（前年比4％増）、国際線旅客数が795万人（前年比9％増）となっている。
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○ 2010年10月に実現した羽田空港への国際定期便の就航により、ロンドン、パリ、ニューヨーク、ロサンゼルス等

（参考）羽田空港の国際線ネットワーク（２０１３年夏ダイヤ）

北米 11ヶ国ヶ国 55都市都市欧州 33ヶ国ヶ国 33都市都市

の欧米主要都市や、北京・上海等の近距離アジア都市との路線網が構築された。
○ 2013年6月からは、深夜早朝時間帯において、シアトル、ドバイへ就航。

北米
・アメリカ

11ヶ国ヶ国 55都市都市欧州
・フランス ・イギリス ・ドイツ

33ヶ国ヶ国 33都市都市

羽田
中東 11ヶ国ヶ国 11都市都市

昼間時間帯路線
深夜早朝時間帯路線
昼間時間帯及び深夜早朝時間帯路線

アジア 88ヶ国ヶ国・地域・地域 99都市都市
韓国 台湾 中国 香港 タイ

中東
・アラブ首長国連邦

11ヶ国ヶ国 11都市都市

・韓国 ･台湾 ・中国 ・香港 ・タイ
・マレーシア ・シンガポール
・インドネシア

1313ヶ国ヶ国・地域・地域、、1818都市都市

就航先（国際線、昼間・深夜早朝合計）

4*2013年夏期事業計画認可等による
** 2013年7月10日～7月23日（14日間）の定期便スケジュールに基づく



○ 羽田空港は国内線ネットワークの中心として、全国５０都市との間に１日約４９０便が就航（平成２５年９月現在）

（参考）羽田空港の国内線ネットワーク（２０１３年夏ダイヤ）

○ 羽田空港は国内線ネットワ クの中心として、全国 都市との間に 日約 便が就航（平成 年 月現在）
○ 平成２４年度の輸送実績において、１６都市との間では年間１００万人以上の旅客流動がみられる。

稚内

羽田の国内線ネットワーク
１日20便以上運航の路線

稚内

紋別
女満別

中標津

旭川奄美

５０空港５０空港 約４９０便／日約４９０便／日 ※平成２５年９月現在
福岡 55便

札幌 51便

帯広
札幌

函館

三沢
青森

大館能代

那覇

釧路 伊丹 30便

那覇 26便

鹿児島 23便大館能代

秋田

庄内
山形

能登

新石垣 宮古

平成24年度年間旅客数100万人以上の路線

鹿児島 23便

熊本 21便

能登

富山

小松

伊丹神戸

鳥取米子出雲

石見北九州

羽田 － 札幌、福岡、那覇、伊丹、鹿児島、
熊本、広島、小松、松山、長崎、宮崎、
高松、大分、北九州、関西、函館

平成24年度年間旅客数100万人以上の路線

羽田空港

三宅島

八丈島

伊丹
大島

岡山広島

南紀白浜

関西

神戸石見

山口宇部 高松

高知松山

徳島

大分

北九州

福岡

佐賀

熊本
長崎

高松、大分、北九州、関西、函館

福岡 － 那覇

関西 － 新千歳

那覇 － 石垣
全22路線
（うち羽田路線16路線）

岩国

中部

関西 － 那覇

宮崎

鹿児島

熊本
長崎

中部 － 新千歳

※出典：航空輸送統計年報（平成24年度）

関西 那覇

那覇 － 宮古島

5



（参考）成田空港の旅客数・発着回数の推移

○ 成田空港においては、平成24年度の旅客数が前年比17％増の3,060万人となった。

（万人）
（万回）

4,000

○ 成田空港においては、平成24年度の旅客数が前年比17％増の3,060万人となった。
○ このうち、国際線旅客数が2,688万人（前年比11％増）、国内線旅客数が372万人（前年比93％増）となっている。
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4,000
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2,159
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2,479 2,439 2,384

2,519

2,692
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2,560

2,420

2,688

3,000

30

35

同時平行離着陸

オープンスカイの
実施 27万回

２７万回

発着回数2,000
20

25

H10.10～
13.5万回

暫定平行
滑走路供用開始

20万回

同時平行離着陸
方式導入
23.5万回平行滑走路

2000m化
22万回
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25万回

国内線旅客数

３７２万人

193
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回

国内線旅客数
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出典：空港管理状況調書
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（参考）成田空港の国際線ネットワーク（２０１３年夏ダイヤ）

○ 成田国際空港はアジアと北米をつなぐ「結節点」、世界102都市と結ばれているネットワークが強み

欧州
・イギリス ・ウズベキスタン ・イタリア ・オーストリア

1313ヶ国ヶ国 2020都市都市
イギリス ウズ キスタン イタリア オ ストリア

・オランダ ・スイス ・ノルウェー ・デンマーク ・ドイツ ・トルコ
・フィンランド ・フランス ・ロシア

北米
・アメリカ ・カナダ ・メキシコ

33ヶ国ヶ国 2727都市都市

成田

アフリカ・中東
33ヶ国ヶ国 44都市都市

オセアニア・アラブ首長国連邦
・カタール
・エジプト

国国 都市都市

アジア
1616ヶ国・地域ヶ国・地域 4040都市都市

オセアニア

・オーストラリア ・グアム島 ・パラオ
・パプアニューギニア ・タヒチ
・ニューカレドニア ・ニュージーランド

88ヶ国ヶ国 1111都市都市

7

ュ カレド ア ュ ジ ランド
・北マリアナ諸島（サイパン）

39 39 ヶ国・地域、ヶ国・地域、102102都市都市

就航先（国際線）

*2013年夏期事業計画認可等による
** 2013年7月10日～7月23日（14日間）の定期便スケジュールに基づく
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2011.10.30～ スカイマーク就航 （札幌：4便、旭川：1便、福岡：3便、那覇：2便）

（参考）成田空港の国内線ネットワーク（２０１３年夏ダイヤ）

2012. 7.  3～ ジェットスター・ジャパン就航 （札幌：4便、中部：1便、大阪（関空4便）、松山：1便 、福岡：5便、大分：2便、鹿児島：２便、那覇：3便）

2012. 8.  1～ エアアジア・ジャパン就航 （札幌：3便、福岡：2便、那覇：1便）

就航便数（便/日）

※（ ）内は2013年6月11日時点

既存路線

就航先（国内線） 都市 / 空港
現在

（参考）
2011年夏ダイヤ

札幌 16便 5便

2013年夏ダイヤ
新規路線 札幌

旭川 旭川 1便 0便

仙台 2便 2便

新潟 1便 0便
13都市14路線

仙台新潟

小松 2便 2便

名古屋 中部 6便 6便

大阪
伊丹 4便 4便

13都市14路線

広島
中部

成田空港

伊丹

小松
大阪

伊丹 便 便

関空 4便 1便

広島 2便 2便

松山 1便 0便
関空

福岡
広島

中部
成田空港 松山 1便 0便

福岡 16便 5便

大分 2便 0便

鹿児島 2便 0便
鹿児島

大分
松山

那覇
鹿児島 2便 0便

那覇 8便 2便

合計 67便 29便※2013年6月11日時点

鹿児島

8



（参考）羽田空港における４４．７万回化へ向けた取り組み

○ 羽田空港においては、２４時間国際拠点空港化を推進し、平成２５年度末の発着容量４４．７万回（国際線９万回）
への増枠等を達成するために必要なインフラ整備や、防災・減災対策の推進のために必要な耐震対策を重点的に
進めている。

○ これにより、首都圏の交通利便性を向上させ、ヒト・モノの活性化の基盤となる立地競争力の強化を図る。

【国際線地区の拡充】 Ｃ滑⾛路延伸

平成２５年度の主要整備項目

【国際線地区の拡充】
○国際線９万回への増枠に必要な整備

・駐機場増設・改良等
・ＣＩＱ施設の増設
・空港アクセス道路改良

Ｄ滑⾛路
（2,500m）

（360m）

駐機場新設
滑⾛路改良

（耐震化含む）
・空港アクセス道路改良

【発着容量の拡⼤】
○発着容量44.7万回への増枠に必要な整備

・駐機場の新設

Ｃ滑⾛路
（3,000m）

【⻑距離国際線の輸送能⼒増強】
○深夜早朝時間帯に就航する⻑距離国際線の⼤
型化を可能
・Ｃ滑⾛路延伸事業

Ａ滑⾛路
（3,000m）

Ｂ滑⾛路
（ ）

航空保安施設（更新・改良）
・Ｃ滑⾛路延伸事業

【防災・減災対策の推進】
○地震発⽣率が⾼いとされる⾸都圏直下地震等
に対し、震災後も極⼒早期の段階で通常時の
５０％に相当する輸送能⼒を確保

（2,500m）
空港アクセス道路改良・護岸改良

５０％に相当する輸送能⼒を確保
・Ｃ滑⾛路等の耐震対策 国際線地区の拡充駐機場新設

9



○ 成田空港の発着容量は、誘導路新設や駐機場増設により、平成２５年３月末に現状の２５万回から２７万回へ拡

（参考）成田空港における３０万回化へ向けた取り組み

○ 成田空港の発着容量は、誘導路新設や駐機場増設により、平成２５年３月末に現状の２５万回から２７万回 拡
大。同時にオープンスカイを実現。

○ 今後、平成２６年度中に３０万回まで拡大し、アジアのハブ空港としての地位を確立する。

≪発着容量の段階的拡大≫
現状(平成25年3月末～)：27万回

今後の施設整備概要今後の施設整備概要
＜発着容量３０万回化対応＞

ＬＣＣ専用ターミナルの整備
平成26年度中 ：30万回

ＬＣＣ専用タ ミナルの整備

導

駐機場の増設Ｂ滑走路 2,500m

ＷＡＭ※の導入
※管制機能向上に必要な監視装置

第2旅客ターミナルビル

空港南部貨物地区

駐機場の増設

＜運用の効率化、能力増強＞

第1旅客ターミナルビル
貨物取扱施設区域 航空機整備施設区域

駐機場の増設

ターミナルビルの
増設・機能強化

Ａ滑走路 4,000m 10



（参考）世界の航空旅客流動

○ 1998（平成10年）～2008年（平成20年）の10年間における航空旅客流動（域内国際）の推移を見る

○世界の航空旅客流動の推移（主な地域の流動を抜粋）

○ 1998（平成10年）～2008年（平成20年）の10年間における航空旅客流動（域内国際）の推移を見る
と、アジア太平洋地域や中近東地域の伸びが著しい（アジア太平洋地域：2.3倍、中近東地域：3.6倍）。

1998年（平成10年） 2003年（平成15年） 2008年（平成20年）

４６ ４６ ６１

ヨーロッパ

域内国際 ：１４９ 北米

域内国際 ： １３
２２ １８

１０

ヨーロッパ

域内国際 ：１５５ 北米

域内国際 ： １１
２８ ２１

１４

ヨーロッパ

域内国際 ：１７６
北米

域内国際 ： ８
４１ ２７

２２

アジア太平洋

域内国際 ：５２
２８

中近東

域内国際 ：５

１０

域内国際 ：７３

２８
中近東

域内国際 ：１０

１４

域内国際 ：１１８

４５

域内国際 ：１８

２２

アジア太平洋アジア太平洋

中近東

中南米

統計なし

８
中南米

域内国際 ：１５
１４

中南米

域内国際 ：１７

２５

○１９９８年（平成10年）の国際航空旅客取扱実績ランキング ○２００３年（平成15年）の国際航空旅客取扱実績ランキング ○２００８年（平成20年）の国際航空旅客取扱実績ランキング

順位 1 2 3 4 5

国名
ロンドン（ヒー
スロー）

パリ（シャル
ル・ド・ゴー
ル）

フランクフル
ト（マイン）

アムステルダ
ム（スキポー
ル）

香港（チェク
ラップコップ）

順位 6 7 8 9 10

国名
ロンドン（ガト シンガポール

成田
バンコク（ドン

ソウル（仁川）

○１９９８年（平成10年）の国際航空旅客取扱実績ランキング ○２００３年（平成15年）の国際航空旅客取扱実績ランキング

順位 1 2 3 4 5

国名
ロンドン（ヒー
スロー）

パリ（シャル
ル・ド・ゴー
ル）

フランクフル
ト（マイン）

アムステルダ
ム（スキポー
ル）

香港（チェクラッ
プコップ）

順位 6 7 8 9 10

国名
ロンドン（ガト シンガポール

成田 ブリ セル チ リ ヒ

順位 1 2 3 4 5

国名
ロンドン（ヒー
スロー）

パリ（シャル
ル・ド・ゴー
ル）

アムステルダ
ム（スキポー
ル）

香港（チェク
ラップコップ）

フランクフルト
（マイン）

順位 6 7 8 9 10

国名 ドバイ
シンガポール

成田
ロンドン（ガト バンコク（スワ

○２００８年（平成20年）の国際航空旅客取扱実績ランキング

（単位：百万人）

※ IATA（国際航空運送協会） 「World Air Transport Statistics(2009)」より航空局作成

国名
ンドン（ガト

ウィック）
シンガポ ル
（チャンギ）

成田
ン ク（ドン

ムアン）
ソウル（仁川）国名

ンドン（ガト
ウィック）

シンガポ ル
（チャンギ）

成田 ブリュッセル チューリッヒ 国名 ドバイ
シンガポ ル
（チャンギ）

成田
ンドン（ガト

ウィック）
ン ク（スワ

ンナプーム）
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○ 1998（平成10年）～2008年（平成20年）の10年間における航空貨物流動（域内国際）の推移を見る

（参考）世界の航空貨物流動

○世界の航空貨物流動の推移（主な地域の流動を抜粋）

○ 1998（平成10年） 2008年（平成20年）の10年間における航空貨物流動（域内国際）の推移を見る
と、他の地域が減少・伸び悩んでいるのに対し、アジア太平洋地域や中近東地域の伸びが著しい。

（アジア太平洋地域：2.3倍、中近東地域2.3倍）

1998年（平成10年） 2003年（平成15年） 2008年（平成20年）

166 156 180

ヨーロッパ

域内国際 ：23 北米

域内国際 ： 9

171 130

ヨーロッパ

域内国際 ：17 北米

域内国際 ： 4
291 182

ヨーロッパ

域内国際 ：19 北米

域内国際 ：3

332 279

域内国際 ：78

31
中近東

域内国際 ：3

22

域内国際 ：150

58
中近東

域内国際 ：4

34

域内国際 ：183

33

域内国際 ：7

57

中近東

アジア太平洋
アジア太平洋 アジア太平洋

中南米

統計なし

12
中南米

域内国際 ：9

31
中南米

域内国際 ：6

域内国際

48

順位 1 2 3 4 5

国名
香港（チェク
ラップコップ）

成田 マイアミ
シンガポール
（チャンギ）

フランクフルト
（マイン）

順位 6 7 8 9 10

ロンドン（ヒ
アムステルダ

ヨ ク

○１９９８年（平成10年）の国際航空貨物取扱実績ランキング

順位 1 2 3 4 5

国名
香港（チェク
ラップコップ）

成田 ソウル（仁川） アンカレッジ
シンガポール
（チャンギ）

順位 6 7 8 9 10

○２００３年（平成15年）の国際航空貨物取扱実績ランキング

順位 1 2 3 4 5

国名
香港（チェク
ラップコップ）

ソウル（仁
川）

成田
パリ（シャル
ル・ド・ゴール）

フランクフルト
（マイン）

順位 6 7 8 9 10

○２００８年（平成20年）の国際航空貨物取扱実績ランキング

（単位：億トンｋｍ）※ IATA（国際航空運送協会） 「World Air Transport Statistics(2009)」より航空局作成

国名
ロンドン（ヒー
スロー）

ソウル（金浦）
アムステルダ
ム（スキポー
ル）

ニューヨーク
（ＪＦＫ）

アンカレッジ
国名

フランクフルト
（マイン）

台北
パリ（シャル
ル・ド・ゴール）

マイアミ
アムステルダ
ム（スキポー
ル）

国名 上海（浦東）
シンガポール
（チャンギ）

ドバイ
アムステルダ
ム（スキポー
ル）

マイアミ

12



○ 成田空港では３大アライアンスごとにタ ミナルビルを利用

（参考）成田空港のターミナル利用状況

○ 成田空港では３大アライアンスごとにターミナルビルを利用。
○ 基本的に各アライアンス毎にターミナルビルを利用し、乗り継ぎ利便性の向上を図っている。

スターアライアンススターアライアンススタ アライアンススタ アライアンス

スカイチームスカイチーム

アライアンス別便数比（2013夏） ワンワールドワンワールドアライアンス別便数比（2013夏）

１ＰＴＢ南

40%

２ＰＴＢ

36%

１ＰＴＢ北

24%

13
出典：成田国際空港（株）



（参考）我が国への海外LCC（格安航空会社）の就航状況

○ ＬＣＣ（格安航空会社）は北東アジア等でも急成長しており、我が国への就航も増加してきている。

国・地域 航空会社 乗入年月日 日本就航路線 備考

チ ジ 航空 09年3月20日

関西＝仁川 （デイリー） 関西＝金浦 （デイリー）
中部＝仁川 （デイリー） 中部＝金浦 （デイリー）

（11社） （2013.9上旬）定期便

韓国

チェジュ航空 09年3月20日
中部 仁川 （デイリ ） 中部 金浦 （デイリ ）
福岡＝仁川 （デイリー）
成田＝仁川 （２デイリー）

エアプサン 10年3月29日
福岡＝釜山 （２デイリー）
関西＝釜山 （２デイリー）
成田＝釜山 （デイリー）

アシアナ航空46%出資

韓国

ジンエアー 11年7月15日
新千歳＝仁川 （デイリー） (H25.10.13～週５便)
沖縄＝仁川（デイリー）
長崎＝仁川（週３便）

大韓航空100%出資

イースター航空 11年5月5日
成田＝仁川 （デイリー）
関西＝仁川 （週１０便）

ティーウェイ航空 11年12月20日 福岡＝仁川 （週９便）

中国 春秋航空 12年6月23日 茨城＝上海（週６便） 高松＝上海（週３便）

シンガポール
ジェットスター･アジア航空 10年7月5日

関西＝台北＝シンガポール （２デイリー）（H25.9.8～週１２便）
関西＝マニラ＝シンガポール （週４便）

カンタスグループ49%出資

スクート 12年10月29日 成田＝台北＝シンガポール（デイリー） シンガポール航空100%出資

マレーシア エアアジアX 10年12月9日
羽田＝クアラルンプール （デイリー）
関西＝クアラルンプール （週４便）

フィリピン セブ・パシフィック航空 08年11月20日 関西＝マニラ （週３便）

成 ゴ ド 便

オーストラリア ジェットスター航空 07年3月25日

成田＝ゴールドコースト （週５便）※

成田＝ケアンズ （デイリー）
関西＝ゴールドコースト （週３便）※

ｼﾄﾞﾆｰ - ｹｱﾝｽﾞ - 関西 - ｹｱﾝｽﾞ （週４便）※

ﾀﾞｰｳｨﾝ = ﾏﾆﾗ = 成田 （週４便）
ﾀﾞｰｳｨﾝ=ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ=関西（週４便）

カンタスグループ100%出資

※期中変動あり

国・地域 乗入年月日 日本就航路線 備考

中国 春秋航空 10年7月28日 佐賀＝上海（週３便）

（１社）プログラムチャーター便

14



（参考）我が国LCC会社の概要

○ ピーチアビエーションが平成２４年３月から関空を拠点に運航開始し、５月には国際線にも参入。
○ ジ ットスタ ジャパンは平成２４年７月３日から エアアジア ジャパンは平成２４年８月１日から成田を拠点に運航開始

会社名 ピーチアビエーション㈱ エアアジア・ジャパン㈱ ジェットスター・ジャパン㈱

○ ジェットスター・ジャパンは平成２４年７月３日から、エアアジア・ジャパンは平成２４年８月１日から成田を拠点に運航開始。
○ 各社ともにLCC事業としての低コスト運航（フライト準備時間を短縮した高稼働率・付加サービスの有料選択化）による低価格運賃
設定を通じて、新たな需要層を創出することが期待される。

会社名 ピーチアビエーション㈱
（11月1日付けバニラ・エア(株)へ社名変更予定）

ジェットスター・ジャパン㈱

資本金
（準備金含む）

150億円
（ANA 38.7%, First Eastern -Aviation 
Holding Limited 33.3%, 産業革新機構
28 0%）

50億円
（ANA 100%）
⇒2013年6月25日に共同事業解消を発
表 （6月28日ANA100%子会社へ移行）

120億円
（カンタスグループ 33.3%, 
JAL 33.3%, 三菱商事16.7%,
東京ｾﾝﾁｭﾘｰﾘｰｽ16 7%）28.0%） 表。 （6月28日ANA100%子会社へ移行） 東京ｾﾝﾁｭﾘ ﾘ ｽ16.7%）

拠点空港 関西国際空港、那覇空港 成田国際空港 成田国際空港

使用機材 エアバスA320-200型機 エアバスA320-200型機 エアバスA320

内）関西＝札幌、福岡（2012年3月1日）
内)成田 札幌 福岡（2012年7月3日)内）関西 札幌、福岡（ 年 月 ）

関西＝長崎（2012年3月25日）
関西＝鹿児島（2012年4月1日）
関西＝那覇（2012年10月18日）
関空＝仙台(2013年4月12日)
関西＝新石垣(2013年6月14日)

内）成田＝札幌、福岡（2012年8月1日）
成田＝那覇（2012年8月3日）

際）成田＝仁川（2012年10月28日）
成田＝釜山（2012年11月28日）

内)成田＝札幌、福岡（2012年7月3日)
成田＝那覇、関西（2012年7月9日）
関西＝札幌、福岡（2012年8月24日）
関西＝那覇（2012年10月28日）
成田＝大分（2013年3月31日）
中部＝札幌 福岡（2013年3月31日）

運航路線
( )

那覇＝新石垣(2013年9月13日)
関西＝成田(2013年10月27日)

際）関西＝仁川（2012年5月8日）
関西＝香港（2012年7月1日）
関西＝桃園（2012年10月16日）

成田＝釜山（2012年11月28日）
成田＝桃園（2013年7月3日）

「バニラ・エア」として国内外のﾌﾟﾚｼﾞｬｰ・ﾘ
ｿﾞｰﾄ路線へ12月下旬から運航開始予定

中部＝札幌、福岡（2013年3月31日）
成田＝鹿児島（2013年5月31日）
中部＝鹿児島（2013年5月31日）
成田＝松山（2013年6月11日）
成田＝高松（2013年12月10日）

際）中国 韓国などの短距離国
関西＝釜山(2013年9月13日)
那覇＝桃園(2013年9月20日)

際）中国、韓国などの短距離国
際線を予定（2013年中）

事業形態
の特徴

ANAから独立した事業運営
ANAの連結子会社。連携・調整が図ら
れる事業運営。※10月31日までエアアジ
アブランドを使用

JALから独立した事業運営
アブランドを使用。
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（参考）アジア主要空港のネットワーク

○ アジアの主要空港の多くは アジア域内の拠点とな ている

4%8%

出発便数(4/15-4/21 ） 3,035 便/週

6%
1%

4% 4%

出発便数(4/15-4/21） 2,964 便/週

○ アジアの主要空港の多くは、アジア域内の拠点となっている。
○ 成田空港はアジア及び世界各国（北米、欧州）の拠点となっている。

4% 2%

10%

7%

5%
2%
0%0%

8%6% 4%

5%

2%
4% 4%

30%

29%

出発便数(4/15-4/21 ） 1,870 便/週出発便数(4/15-4/21） 2,626 便/週

62%

チャンギ（シンガポール） アジア路線 計85％

15%

アジア路線 計84％香港

出発便数(4/15-4/21） 2,162 便/週

8%

12%
24%

出発便数( / / ） , 便/週

5% 4%

10%

出発便数(4/15 4/21） 2,626 便/週 出発便数(4/15 4/21） 2,162 便/週

22％

8%

15%
16%

0%

6%8%

5%

1%
0%
2%

9%
2%

成田 アジア路線 計43％
36%7%

スワンナプーム
（タイ）

アジア路線 計63％
仁川 アジア路線 計78％

16

出典： Sabre ADI （2013年4月15日～21日のスケジュールから作成）



○ 仁川空港では 近年 主にアジア の就航都市数が増加し 提供座席数も増加している

（参考）成田空港と仁川空港の比較分析（総旅客数①）

○ 仁川空港では、近年、主にアジアへの就航都市数が増加し、提供座席数も増加している。

国際線の就航都市数

（都市）（都市）
2013年2004年

84
102

133

80
100
120
140
（都市）

日本 22都市
中国 34都市

68

97

120

80
100
120
140
（都市）

日本 23都市
中国 23都市

27
14

40
20 21 15 14

0
20
40
60

成田発 仁川発 成田発 仁川発 成田発 仁川発 成田発 仁川発 成田発 仁川発

中国 34都市

25 20

48

14 21
10 11

0
20
40
60

成田発 仁川発 成田発 仁川発 成田発 仁川発 成田発 仁川発 成田発 仁川発

中国 23都市

北米方面 ｱｼﾞｱ方面 欧州方面 その他 計

１週間あたり提供座席数

北米方面 ｱｼﾞｱ方面 欧州方面 その他 計

2013年2005年

出典：成田空港株式会社、Flightglobal

282 284

473

361

300

400

500
（千席）

310

417
482

526

400

500

600
（千席）

2013年2005年

117

45 54
21 21 11

0

100

200

成 発 仁川発 成 発 仁川発 成 発 仁川発 成 発 仁川発 成 発 仁川発

100
58 53 33 19 18

0

100

200

300

17
出典：Flightglobal、いずれも7月時点

成田発 仁川発 成田発 仁川発 成田発 仁川発 成田発 仁川発 成田発 仁川発

北米方面 ｱｼﾞｱ方面 欧州方面 その他 計

成田発仁川発成田発仁川発成田発仁川発成田発仁川発成田発仁川発

北米方面 ｱｼﾞｱ方面 欧州方面 その他 計



（参考）成田空港と仁川空港の比較分析（総旅客数②）

○ 成田空港からは就航していないが 仁川空港からは就航している都市は以下の通り

石家荘 チチハル

○ 成田空港からは就航していないが、仁川空港からは就航している都市は以下の通り。

⇒成田 ⇒仁川

太原

ハルビン

牡丹江

ウルムチ

【仁川発にあって成田発に無い国内都市】

宮崎、静岡、福島、熊本、青森、羽田、高松、
岡山、秋田

ハルビン

延吉

煙台

アルマトイ

合肥鄭州

蘭州

済南

大邱

鄭州

福州

武漢 桂林

屯渓
カトマンズ

武漢 桂林

昆明

長沙

三亜

ルソン島

セブ

チェンマイ
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三亜

シェムリアップ

プノンペン

ビエンチャン

コタキナバル

チェンマイ

プーケット

ダナン出典：成田空港株式会社、Flightglobal



（参考）乗り継ぎ需要取り込みの効果①

○ ドイツや韓国の空港においては 乗り継ぎ旅客の増加に伴い 総旅客数も増加している

（万人） （万人）

○ ドイツや韓国の空港においては、乗り継ぎ旅客の増加に伴い、総旅客数も増加している。

（国際線旅客数：万人） （乗継旅客数 万人） （万人） （万人）

年 国際線旅客数 乗継旅客数

2003 1,561 750 
2004 1,800 880 
2005 1,953 970 
2006 2 139 1 050

ドイツ：

（国際線旅客数：万人） （乗継旅客数：万人）

2006 2,139 1,050 
2007 2,399 1,190 
2008 2,462 1,240 
2009 2,342 1,210 
2010 2,532 1,280 
2011 2,788 1,510

ミュンヘン 1.9
倍

2.0
倍

2011 2,788 1,510 
2012 2,862 1,500 

出典： Munich Annual Traffic Report 2012

乗継旅客国際線旅客数

継旅客数 訪韓者数
（国際総旅客数：万人）

3,200

4,000

4,800

800 

1,000 

1,200 （万人）

年 外国人訪韓者数

2003 480 
2004 580 
2005 600 

（万人） （万人）

年 国際総旅客数 乗継旅客数

2003 1,940 230 
2004 2,360 280 
2005 2,560 290 韓国：

（乗継旅客数、外国人訪韓者数：万人）
（国際総旅客数：万人）

800

1,600

2,400

200 

400 

600 2006 620 
2007 640 
2008 690 
2009 780 
2010 880 

2006 2,770 320 
2007 3,080 360 
2008 2,960 420 
2009 2,810 510 
2010 3,290 510 

仁川 2.0
倍

2.7
倍

2.3
倍

0
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

国際総旅客数

0 

乗継旅客数 外国人訪韓者数

2011 980 
2012 1,110 

2011 3,450 550 
2012 3,840 630 

19出典： KNTO（韓国観光公社）ホームページ、仁川国際空港公社ホームページ



（参考）乗り継ぎ需要取り込みの効果②

○ 乗り継ぎ需要を取り込むことにより、直行便だけでは航空会社の採算が合わない路線についても就航が可能
となる場合がある。
→ 空港の乗り継ぎ機能を向上させることにより、航空会社の就航が促進され、航空ネットワークの拡大に

つながるのではないか。

貨物〇
就航する

損益分岐点

赤字
× 赤字×

貨物

乗継客

乗り継ぎ客

乗り継ぎ需要の
増加

就航する

就航しない

訪日外国人客

赤字

訪日外国人客 訪日外国人客乗り継ぎ客

貨物

貨物
直行便需要の
増加

日本人客 日本人客 日本人客

20就航不可 就航不可 就航可能



（参考）成田空港と仁川空港の比較分析（国際・国際乗り継ぎ①）

○ 仁川空港では 国際 国際乗り継ぎを大きく伸ばしている○ 仁川空港では、国際・国際乗り継ぎを大きく伸ばしている。

国際・国際乗り継ぎの旅客数の比較

2012年2004年

国際 国際乗り継ぎの旅客数の比較

（万人） （万人）

660

874

800

1,000

成田・羽田経由

仁川経由 721800

1,000

成田・羽田経由

仁川経由
660

262

445

400

600 506
559

387
400

600

30 43 60 81

262

51 48 28 55

0

200

16 10 9 19

153
88

27 65

0

200

出典：Sabre ADIの入国（出国）ベースの値を２倍にして出入国ベースに換算して作成
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○ 成 空港 は夕方 ピ ク時間帯に航空会社 需要に応えられ な （本体資料 参照）

（参考）成田空港と仁川空港の比較分析（国際・国際乗り継ぎ②）

○ 成田空港では夕方のピーク時間帯に航空会社の需要に応えられていない。（本体資料P28参照）
○ 乗り継ぎ機会は、成田空港では朝、夕方にあるが、仁川空港では早朝、昼間、夜間にある。

→  成田空港における乗り継ぎ機会を拡大させるためには、ピーク時間帯の時間あたりの便数を増加させ
ること、深夜早朝時間帯のさらなる活用を図ることが課題。

東南アジア－北米
北米－東南アジア

カーフュー時間帯
80

120

160出
発
便
数
（

成田空港の方面別出発・到着便数（１週間あたり）

北米

ｸﾞｱﾑ・ﾊﾜｲ線

日本

中国

（23時～6時）

0

40

80

40

便
／
週
）←

→

到
中国

東南アジア

欧州

その他

0時 2時 4時 6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時 24時

120

80
着
便
数
（便
／
週
）

160

北米

仁川空港の方面別出発・到着便数（１週間あたり）

80

120

160出
発
便
数
（便
／

東南アジア
－日本・中国・北米

日本－中国

北米－東南アジア

北米

ｸﾞｱﾑ・ﾊﾜｲ線

日本

中国

東南アジア

0

40

80

40

／
週
）←

→

到
着
便

22

東南アジア

欧州

その他

出典： Sabre ADI（2012年7月23日～29日のスケジュールから作成）
0時 2時 4時 6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時 24時

160

120

80便
数
（便
／
週
）



（参考）成田空港と仁川空港の比較分析（国際・国際乗り継ぎ③）

○ 仁 空港 乗り継ぎ旅客を り込むため 年 り 時間 内 あれば外 乗り継ぎ

仁川におけるノービザ入国制度 日本におけるショアパス制度

○ 仁川空港では、乗り継ぎ旅客を取り込むため、2013年5月1日より、 72時間以内であれば外国人の乗り継ぎ
旅客はビザなしで韓国国内への入国が可能となる「ノービザ制度」を開始している。

仁川におけるノービザ入国制度 日本におけるショアパス制度

・2013年5月1日より、仁川・金海国際空港を経
由し第3国又は済州島へ行く外国人乗り継ぎ
旅客は ビザなしで72時間以内の韓国国内へ

・出入国管理及び難民認定法第１４条において、乗り継ぎ時の
寄港地上陸を認めるショアパス制度が規定されている。

旅客は、ビザなしで72時間以内の韓国国内へ
の入国が可能。（2012年10月末より試験実
施。）

・韓国法務部が 文化体育観光部 国土交通省

・ショアパス制度は不法入国に悪用される恐れがあることか
ら、やむをえず緊急的に寄港地上陸を行う必要が生じた場
合の措置として、非常に厳格に運用されている。

・韓国法務部が、文化体育観光部、国土交通省
とともに、外国人観光客の誘致拡大を通した
内需景気刺激策として実施。

・対象者は 仁川空港を経由し第3国または本

・航空会社からは、寄港地上陸を認める基準の明確化・緩和
等についての要望が出されている。

対象者は、仁川空港を経由し第3国または本

国へ行く乗り継ぎの外国人で、法務部・文化体
育館後部・仁川空港公社が認める乗り継ぎ観
光ツアーの参加者。

（参考）出入国管理及び難民認定法（妙）

（寄港地上陸の許可）
第十四条 入国審査官は、船舶等に乗っている外国人で、本邦を経由

して本邦外の地域に赴こうとするもの（乗員を除く。）が、その船舶等の

・対象者は、首都圏や入国管轄地域に72時間
以内滞在することが可能。

して本邦外の地域に赴こうとするもの（乗員を除く。）が、その船舶等の
寄港した出入国港から出国するまでの間七十二時間の範囲内で当該出
入国港の近傍に上陸することを希望する場合において、その者につき、
その船舶等の長又はその船舶等を運航する運送業者の申請があつたと
きは、当該外国人に対し寄港地上陸を許可することができる。ただし、第
五条第 項各号のいずれかに該当する者（第五条の二の規定の適用を五条第一項各号のいずれかに該当する者（第五条の二の規定の適用を
受ける者にあっては、同条に規定する特定の事由のみによって第五条
第一項各号のいずれかに該当する場合を除く。以下同じ。）に対しては、
この限りでない。 23



○ ビジネスジェットは、欧米を中心としてグローバルな企業活動の重要なビジネスツールとなっており、今後の

（参考）ビジネスジェットの重要性①

アジア地域における経済成長の取り込みの観点から、我が国においてビジネスジェットの重要性が増している。

ビジネスジェット

◇企業・団体又は個人が商用目的で利用する航空運送

他国のビジネス機保有機数と他国主要空港の発着回数

◇ ビジネスジェット機の保有機数を各国で比較した場合、我が国では62機の登録にとど
ま る に対し 最も多 メリカにお は約 機が登録

①自家用運航
：社用機や個人所有機による運航

②オウンユースチャーター

運航形態
まっているのに対し、最も多いアメリカにおいては約19,000機が登録

出所：

フライトグローバル社592

19,153

800
18000
20000

ビジネス機の国別保有機数（2011年）

②オウンユ スチャ タ
：航空会社等の事業用機による運航

①柔軟な時間設定が可能

利 点

より作成（公用機及び
軍用機を含む）

ただし、日本の保有機
数は航空局調べ（公用
機及び軍用機を含ま
ない）

62

592
438 393

243
157 116

0
200
400
600
800

①柔軟な時間設定が可能
：利用者のスケジュールに応じた出発・到着の設定

②有効時間の増加
：機内での電話・メール、会議、商談が可能など

◇ 欧米の主要な都市には主に定期便が就航する国際拠点空港の他に、ビジネス航空専
用・優先の空港が設置されている

○定 員 ：最大19名
○最大離陸重量 ：40.4t
○最大航続距離 ：12,040km

機種の例 ： ガルフストリームⅤ
※１ ｼﾞｪﾈﾗﾙｱﾋﾞｴｰｼｮﾝ機には、ﾋﾞ

ｼﾞﾈｽｼﾞｪｯﾄ以外に航空機使

用事業機（報道、写真撮

影）等を含む。

※２ 羽田空港及び成田空港の

データは、運航記録データ

（2011年）による

都市圏 空港名
ｼﾞｪﾈﾗﾙｱﾋﾞｴｰｼｮﾝ（※１）機の発着回数
（各空港の全発着回数に占める割合）

東京（※２）

羽田空港 7,409（1.9％）

成田空港 1,883（1.0％）

用 優先の空港が設置されている

（2011年）による。

※３ JFK空港、ヒースロー空港、

シャルルドゴール空港、香

港国際空港のデータは、Ａ

ＣＩ（Airport Council 
International：国際空港評

議会）調べ（2011年）

ニューヨーク（※３）

JFK空港 7,648（1.9％）

ティータボロ空港 100,043（62.1％）

ロンドン（※３）

ヒースロー空港 4,734（1.0％）

ファンボロー空港 22,557（100％）

24

議会）調べ（2011年）。

但し、その他の空港の

データは各国当局調べ

（2011年）。

パリ（※３）

シャルルドゴール空港 7,171（1.4％）

ルブルジェ空港 58,473（100％）

香港（※３） 香港国際空港 18,724（5.4％）



○ 首都圏においては、成田空港においてビジネスジェット受け入れのための具体的な推進施策を着実に実施する
とと る

（参考）ビジネスジェットの重要性②

こととしている。
○ 成田空港では、平成２４年３月にビジネスジェット専用ターミナルをはじめとする施設整備や乗り入れ手続き

WEB化など、ビジネスジェットの乗り入れ促進のための環境整備に積極的に取り組んでいる。
○ 羽田空港においても、平成２２年の羽田再国際化以降、国際ビジネスジェットの昼間時間帯の乗り入れを可能に

する等 取り組みを行 るする等の取り組みを行っている。

【羽田空港】

羽田国際化前 羽田国際化後
（H22 10 31～）

・平成２４年３月に専用ターミナルを整備し、プライバシーと
セキュリティーの確保 出入国手続き の短縮を実現

【成田空港】

（H22.10.31～）

①
国際ビジネス
ジェットの受入

受入不可
（国内ビジネス
ジェットのみ）

受入可能

セキュリティーの確保、出入国手続き の短縮を実現。
・ビジネスジェット用駐機スポット１８カ所に加え、平成２５年３月に

ビジネスジェット使用可能スポットを１０カ所増設。
・平成２４年３月より連続駐機可能日数を１４日間から３０日間へ拡大。
・平成２４年４月より乗り入れ手続きをＷＥＢ化。

②

昼間時間帯の
ビジネスジェット
（国内・国際）の
発着回数

１日あたり
最大４回

１日あたり
最大８回

【ビジネスジェット専用ターミナル】

③
連続駐機

最大５日間

最大１０日間
※H22.10.31～

最大５日間
→最大７日間③

可能期間
最大５日間 →最大７日間

H24.9.1
最大７日間

→最大１０日間ラウンジ

25

④
発着枠
申請期限

７日前まで
乗り入れ当日の
手続きも可

出入口



○ ビジネスジェット利用客のさらなる利便性向上を図るため、アクセスルートの整備（成田空港）やビジネスジェット

（参考）ビジネスジェットの重要性③

、 港
専用動線の確保（羽田空港）に取り組んでいる。

ＢＪ専用タ ミナル ＢＪ用駐機スポ トまでの新ル ト導線（赤）
ＢＪ専用ターミナル～ＢＪ用駐機スポットまでの現在の導線

【成田空港】ＢＪ専用ターミナルとＢＪ用駐機スポット間のアクセス改善策

ＢＪ専用ターミナル～ＢＪ用駐機スポットまでの新ルート導線（赤）
ＢＪ専用タ ミナル ＢＪ用駐機スポットまでの現在の導線
（青）

ＢＪ専用

○ ＢＪ機利用可能スポット（定期便が使用
していない場合にＢＪ機の利用が可能）

トンネル

ＢＪ用駐機スポット

ＢＪ専用
ターミナル

トンネル

トンネル トンネル
トンネルトンネル

【羽田空港】ビジネスジェット専用動線の確保

○ アクセスルートが２本となることで効率的な運用が可能
（移動時間短縮：１６分→８分）○ 貨物牽引車等の低速車が混在するため移動に時間を要する

【羽田空港】ビジネスジェット専用動線の確保

国際線旅客ターミナルビル拡張後

BJ専用動線整備予定位置

○平成２６年９月末に向けた国際線旅客ターミナルビルの拡張にあわせ、
同ターミナルビル内へのビジネスジェット旅客用の専用動線の整備に
向け、 東京国際空港ターミナル（株）及びＣＩＱ関係省庁と調整中。

一般旅客の動線と分離することにより、利便性の向上を図る。

ＢＪ専用動線整備

①ターミナルの車寄せから機側まで、一貫したセキュリティ、
プライバシーを確保。
②ターミナル内の移動距離及び出入国にかかる時間の短縮。 拡張工事中 26



10/31 羽田空港国際化

（参考）ビジネスジェットの重要性④

■羽田国際 ■羽田国内■成田国際 ■成田国内

発着回数（回）
10/31～ 羽田空港国際化

220

240
月平均

（羽田再拡張前H22.4～
H22.10）

月平均
（羽田再拡張後H22.11～

H24.3）

180

200

成田 羽田

国内 24 49

国際 110 28

成田 羽田

国内 14 59

国際 40 100

84
114

135

136
114

140

160

104
96

118

77

75

99

84

88

137 99

91
104

125

79

108

124

72
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114

100

120
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130

35
24 24

28

20

26
36
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85
86

92

69

60

80
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100
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88

67
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37
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43
54 56 58 55

46
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52 49
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89

50
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52
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66
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54 53
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75

20

40
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39

16 15
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32
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17
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13 25

23 30
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○ 国際物流においては 重量ベ スの貨物量では海上輸送が圧倒的なシェアを有するが 金額ベ スでは航空輸送

（参考）航空物流

○ 国際物流においては、重量ベースの貨物量では海上輸送が圧倒的なシェアを有するが、金額ベースでは航空輸送

が約３割を占めている。

○ 首都圏空港は国際・国内航空貨物の約70％を取り扱っている。

重量ベース 金額ベース
航空輸送
302万㌧ 航空輸送

海上輸送との比較

合計
9億1 847万㌧

302万㌧
（0.3％）

合計

航空輸送
33兆4,110億円

（25.7％）

9億1,847万㌧
（2010年度）

海上輸送
9億1,545万㌧

（99 7％）

合計
130兆2050億円

（2010年度）

海上輸送
96兆7,940億円（99.7％） 兆 , 億円

（74.3％）
（出典） （財）日本関税協会「外国貿易概況」より作成（出典）国土交通省航空局「日本出入航空貨物路線別取扱実績」 、財務省「貿易統計」より作成

国際航空貨物量国内航空貨物量

国際・国内航空貨物の比較 首都圏空港の輸送量推移
（万トン）国際航空貨物量

303.6万トン（全体の67.9%）

羽田
14.1万㌧
（4.6%）

首都圏空港で
総貨物量の

約70％を占める

国内航空貨物量
90.5万トン（全体の79.0%）

成田
1.4万㌧
（1 5%）

224
254 272

297 291 294 294 284
255

289 272 281

250

300

350

400
（万トン）

2

成田
192.1万㌧
（63.3%）

（出典）航空輸送統計年報、空港管理状況調書より作成

約70％を占める（1.5%） 羽田
70.1万㌧
（77.5%）

2
（出典）空港管理状況調書より作成

100

150

200

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
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○ 空港 交通 ク 手段と は 鉄道 が約 バ が約 割合を占め

（参考）羽田空港のアクセス①

○ 羽田空港への交通アクセス手段としては、鉄道・モノレールが約４５％、バスが約２５％の割合を占めて
おり、主要なアクセス手段となっている。

○ 鉄道・モノレールは首都圏の鉄道網と接続しており、バスも首都圏の各方面に路線が設定されている。

池袋 上野
鉄道・モノレール （京浜急行電鉄・東京モノレール） バス （京浜急行バス・東京空港交通）

１日平均乗降客数：約１４９，０００人（平成２４年度） １日平均乗降客数：約３８，０００人（平成２４年度）

渋谷

新宿
東京

東京：

埼玉：
７方面

茨城：３方面

品川 千葉
東京：
２９方面

茨城 ３方面

羽田空港
タクシー

国内線
６％アクセス

千葉：１７方面その他：
８方面

横浜鉄道・モノレール
４５％

タクシ
６％

自家用車
１８％

６％アクセス
分担率

神奈川：１５方面

出典：平成２４年度国際
航空旅客動態調査速報値

バス
２５％
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○ 深夜早朝時間帯において 現在のダイヤに対するアクセスは概ね確保できているものの 到着便に

（参考）羽田空港のアクセス②

○ 深夜早朝時間帯において、現在のダイヤに対するアクセスは概ね確保できているものの、到着便に
遅延、混雑が生じた場合、電車やバスの最終便に間に合わない場合もある。

○ また、今後、更に遅い時間帯の到着、早い時間帯の出発便が増加した場合は、現状のアクセスの
空白時間帯への対応が必要。

15 15

14 14

13 13

12 12

６時台
全４０便

終電

０：２６着

始発

５：１２着
空白の時間帯

終バ

出

発

11 11

10 10

9 9

8 8

7 7

6 6

０：２６着

始発

５：１５
～５４着

終バス

２３：３５着

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

時台 時台 時台 時台 時台 時台 時台 時台 時台

国際線初便

６：１０発
国際線最終便

１：３５発

６：１０
以前発
新規就航
の可能性

２２時台 ２３時台 ０時台 １時台 ２時台 ３時台 ４時台 ５時台 ６時台

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

国際線
２３時台最終便

２３：３０着

国際線初便

４：５５着

遅延等

０：００
以降着
新規就航

到

着

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

終電

０：１０発

始発

５：１７発

遅延等
の

可能性

新規就航
の可能性

国際線最終便

０：００着

11 11

12 12

13 13

14 国内旅客 14

15 国際旅客 15

２２時台
全４０便

終バス

０：２０
～３０発

始発

５：１０
～４５発

空白の時間帯
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○ 成田空港への交通アクセス手段としては、鉄道・モノレールが約５０％、バスが約２５％の割合を占めて

（参考）成田空港のアクセス①

高速道路鉄道・バス等

○ 成田空港 の交通アクセス手段としては、鉄道 モノレ ルが約５０％、バスが約２５％の割合を占めて
おり、主要なアクセス手段となっている。

○ 鉄道・モノレールは首都圏の鉄道網と接続しており、バスも首都圏の各方面に路線が設定されている。

北関東道開通で関越-東北-常磐が接続
圏央道／埼⽟〜茨城・つくば区間（2014年度以降）

圏央道／

高速道路鉄道 バス等

圏央道／
神崎IC－⼤栄JCT間
2014年度開通予定

茨城県境－神崎IC間
2013年度開通予定

成⽥
空港

北千葉道路
圏央道／
⼤栄JCT－松尾横芝
IC間 開通年度未定

2%

アクセス タクシー 国内線

⽻⽥
空港

圏央道／⽊更津東－東⾦間
2013年4⽉27⽇開通

東関東道／酒々井IC
2013年4⽉10⽇供⽤

東京湾アク神奈川区
通

その他

47%20%

1% 7%アクセス
分担率

鉄道・モノレール
自家用車

タクシ 国内線

※国⼟交通省関東整備局

外環道／松⼾
－市川⾼⾕間
2015年度開通
予定

アライン
ETC利⽤に
よる料⾦割
引

間開通で
東名-中
央-関越
が接続
（2013
年度予
定）

3123%

出典：平成２４年度国際航空
旅客動態調査速報値

バス

※国⼟交通省関東整備局



（参考）成田空港のアクセス②

○ ＬＣＣの就航に伴い 深夜・早朝時間帯のアクセスのさらなる拡充が課題となっている○ ＬＣＣの就航に伴い、深夜・早朝時間帯のアクセスのさらなる拡充が課題となっている。

事業者 （運行開始日） 運行路線 運賃 運行ダイヤ

京成バス・成田空港交
通 京成バスシステム リ

■東京駅 → 成田空港：31本（2013年
9月1日増便）通・京成バスシステム・リ

ムジンパッセンジャーサー
ビス
（2012年7月3日～）

「東京シャトル」

成田空港
～

東京駅
（八重洲口）・

銀座駅
（数寄屋橋）

・2012年9月末まで「デビュープライス」800円
・2012年10月1日より13年3月末まで、 東京発
一律900円、成田空港発一律1,000円の割引運
賃を設定

年 年 末 律

9月1日増便）
＜早朝対応＞
・東京駅（1：30）→第2ターミナル（3：30）
1:30-5:00の間に5本

成 空港 東京駅 49本（2013年

バ

（数寄屋橋）・
東雲車庫・

大江戸温泉物語

・2013年3月30日より13年9月末まで一律900円 ■成田空港 → 東京駅：49本（2013年
9月1日増便）
＜深夜対応＞
・第2ターミナル（23:15）→東京駅（0:25）

平和交通・あすか交通 ■銀座駅・東京駅 → 成田空港行：22本バ

ス

平和交通・あすか交通
（2012年8月10日～）

「THE アクセス成田」 成田空港
～

東京駅
（八重洲口）

・1,000円（一律）
（事前予約不要・車内での直接精算）
（2012年10月1日よりWeb予約も開始）

■銀座駅・東京駅 → 成田空港行：22本
（2013年7月19日増便）
＜早朝対応＞
・銀座駅（4：05)→第2ターミナル（5：10）

■成田空港 → 東京駅 銀座駅：27本（八重洲口）・
銀座駅

（数寄屋橋）

（ 年 約 開 ）
・2013年4月1日より11回利用可能な10,000円の
回数券を販売

■成田空港 → 東京駅・銀座駅：27本
（2013年7月19日増便）
＜深夜対応＞
・第2ターミナル（22:30）→銀座駅
（23:50）

銀座・東京
⇒

空港周辺ホテル
成田空港周辺10ホテルに停車・・・1,000円 ■銀座駅（21:25発）他 計4本

上記の他、東京空港交通（リムジンバス）、千葉中央バス、成田空港交通、千葉グリーンバスにおいて、成田空港の早朝出発便に対応した深
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上記の他、東京空港交通（リムジン ス）、千葉中央 ス、成田空港交通、千葉グリ ン スにおいて、成田空港の早朝出発便に対応した深
夜便の運行（新宿、渋谷、品川、新橋、豊洲、東陽町、二子玉川、西船橋、津田沼、木更津、君津方面）や専用無料駐車場を併設した「パー
ク＆バスライド」（鎌取）などを行っている。
京成電鉄においては、ダイヤ改正を行い、成田空港早朝到着のスカイライナーを新設。また、多客時間帯のスカイライナーの増発、アクセス特
急の所要時間短縮を実施。



○都心○都心((東京駅）と羽 空港（国際線タ ナ ）東京駅）と羽 空港（国際線タ ナ ）○世界主要都市に○世界主要都市における都心おける都心と空港とを直結する鉄道アクセ との比較と空港とを直結する鉄道アクセ との比較

（参考）首都圏空港の鉄道アクセス

○都心○都心((東京駅）と羽田空港（国際線ターミナル）東京駅）と羽田空港（国際線ターミナル）
を結ぶアクセスの状況を結ぶアクセスの状況

○世界主要都市に○世界主要都市における都心おける都心と空港とを直結する鉄道アクセスとの比較と空港とを直結する鉄道アクセスとの比較

【成田空港】
【羽田空港】

都心からの距離は近いものの、
都心からの距離が遠い。ま
た、都心に直結する鉄道アク
セスが少ない。

都心からの距離は近 ものの、
都心に直結する鉄道アクセスが
無い。

東京モノレールルート
［乗換回数］ 1回（浜松町駅）
［所 時間］ 分（ 均）

東京

都市名 都心距離 表定速度 鉄道によるｱｸｾｽ時間

東京
（羽田空港）

［東京ﾓﾉﾚｰﾙ］ 約17km 38km/h 27分 乗換あり乗換あり

［京浜急行］ 約19km 32km/h 36分 乗換あり乗換あり

浜松町
［所要時間］ 27分（平均）
［ 運 賃 ］ 620円

乗換

東京
（成田空港）

［成田ｴｸｽﾌﾟﾚｽ］ 約79km 89km/h 5353分分 乗換なし

［京成ｽｶｲﾗｲﾅｰ］ 約67km 73km/h 5555分分 乗換あり乗換あり

香港（香港国際） 約34km 85km/h 24分 乗換なし

乗換
京浜急行ルート

品川

香港（香港国際） 約34km 85km/h 24分 乗換なし

ロンドン（ヒースロー） 約24km 96km/h 15分 乗換なし

パリ（シャルル・ド・ゴール） 約27km 56㎞/h 29分 乗換なし

京浜急行ルート
［乗換回数］ 1回（品川駅）
［所要時間］ 36分（平均）
［ 運 賃 ］ 560円

空港バ
ニューヨーク（Ｊ.Ｆ.ケネディ） 約24km 41km/h 35分 乗換あり

ソウル（仁川） 約58km 81km/h 43分 乗換なし

シンガポール（チャンギ） 約20km 44km/h 27分 乗換あり 羽田空港

空港バス
［乗換回数］ なし
［所要時間］ 45分～50分
［ 運 賃 ］ 900円

シンガポ ル（チャンギ） 約20km 44km/h 27分 乗換あり

※１ 仁川～ソウル都心間は２０１０年１２月開業
※２ シンガポールでは、２０２０年の完成を目途に都心と空港を直結する新線を計画中

羽田空港

※３ 表定速度は、乗換も含む換算値
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（参考）都心直結線について－首都圏空港と都心のアクセス改善－

都心と首都圏空港とのアクセスを改善し、東京都心の立地競争力を強化することにより、グローバル企業の誘致を促進し、我が国
経済の活性化を図るため 都心と首都圏空港とを直結し 短時間かつ乗換なしでの移動を可能とする「都心直結線」について 整

京成本線（成田スカイアクセス 成田空港～
日暮里～東京 平均５５分）

整備の概要

経済の活性化を図るため、都心と首都圏空港とを直結し、短時間かつ乗換なしでの移動を可能とする「都心直結線」について、整
備に向けた検討を進める。（大深度地下を利用し、鉄道事業として初となるPFI手法の活用を想定）

京成スカイライナー

○首都圏空港の強化と都心アクセスの改善
…都心と両空港（羽田 成田）とのアクセス改善に向けて 既設の

日本再興戦略 （平成25年6月14日閣議決定）

成田空港駅日暮里駅

新東京駅 押上駅

総武線（成田エクスプレス
成田空港～東京 平均５３分）

日暮里～東京 平均５５分）
成田新高速鉄道

京成本線

京成スカイライナ…都心と両空港（羽田､成田）とのアクセス改善に向けて、既設の
鉄道の活用や都心部における大深度地下の利用などによる都心
直結線の整備に向けた検討を進める。

Ⅱ..財政政策・税制政策の具体例
東京都心 鉄道 クセ 機能強化や都市競争力を強化するた

今後の経済運営に関する基本的考え方（H25.1 経団連）
成田エクスプレス（総武線）

品川駅

泉岳寺駅
浜松町駅

新東京駅

東京モノレ ル京急本線

東京地下鉄東西線

総武本線３.東京都心の鉄道アクセス機能強化や都市競争力を強化するた
め ､都心と郊外や都心と国際空港（羽田・成田）とを直結する新た
な路線の整備など、景気浮揚効果の高いナショナル・プロジェクト
を策定・実行する。

新幹線（東北・上越・長野） 押上駅アクセス改善

羽田空港駅

東京モノレール
（羽田空港～浜松町～東京 平均２７分）

京急空港線
（羽田空港～品川～東京 平均３６分）

京急本線

【都心直結線の整備概要】

＜首都圏空港と都心＞ 東京モノレール

京急空港線

新東京駅
（丸の内側）

新幹線
（東海道） 都営浅草線

27分

36分

ＪＲ
浜松町

モノレール

京急 品 川

東京駅

ＪＲ

羽田空港 新東京駅

18分に

羽田空港

（短時間で直結）

現

都
心
直
結

【都心直結線の整備概要】

押上駅付近～新東京駅
～泉岳寺駅付近（約11ｋｍ）

【需要の見通し】
約８，０００万人／年

（うち、空港アクセス旅客＜東京スカイツリー＞＜中央新幹線（リニア）＞

（東海道） 都営浅草線

東京スカイ
ツリー
（押上）

泉岳寺駅

55分

53分

成田エクスプレス

京成スカイライナー ＪＲ
日暮里

東京駅成田空港 新東京駅

36分に

成田空港

（短時間で直結）行 線
整
備
後

首都圏空港とのアクセス改善
により 都心へのグローバル（うち、空港アクセス旅客

約１，０００万人／年）

【【 都心直結線の整備に関する調査の実施都心直結線の整備に関する調査の実施 】】

新東京駅
リニア
（品川）

（※）中央新幹線（品川－名古屋）２０２７年開業予定
（名古屋－大阪）２０４５年開業予定

※5分
新東京駅

東京スカイツリー
（押上）

5分

現行は、東京駅から約１６分（乗換１回）
東京スカイツリータウン来場者数 約４,４７６万人

(H24.5.22～H25.3.31)

品川駅
リニア（品川）【整備による便益・効果の

見通し】
１兆円程度

により、都心へのグロ バル
企業誘致を促進

↓
日本経済の活性化を牽引
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今後の

スケジュー
ル

【【 都心直結線の整備に関する調査の実施都心直結線の整備に関する調査の実施 】】
（（20132013､､20142014年度目途）年度目途）

○事業スキーム・フィージビリティの検討
（鉄道事業で初のPFI手法の活用可能性の検討等）

○現況調査・建設費の検討・精査（大深度地下の利用等） 等

【【整備に向けた整備に向けた
検討検討】】

（（20152015年度～）年度～）
事業実施事業実施



（参考）ターミナルビルの快適性向上

○ 首都圏空港 国際競争力向上 ため 羽 成 ともに 旅客タ ナ ビ における待ち時間○ 首都圏空港の国際競争力向上のため、羽田・成田ともに、旅客ターミナルビルにおける待ち時間の
快適性向上が課題。

○宿泊施設○宿泊施設
・国内線：エクセルホテル東急（３８７室）、ファーストキャビン（１６４室）※２０１３年８月１日３４室増床
・国際線：ロイヤルパークホテル ザ 羽田（３１５室）【２０１４年９月末開業予定】

○深夜営業施設（国際線）

羽田空港 ・飲食・物販店舗の約４割が２４時間営業又は深夜早朝営業
（２２時以降営業終了又は６時以前営業開始）
・シャワールーム：１５（２４時間営業）
・コンビニ：１（２４時間営業）

○その他の施設
・診療所（９時～２３時営業）

○深夜営業施設
飲食 物販店舗（第１タ ミナル７ ００ ２１ ３０ 第２タ ミナル５ ００ ２２ ００）

成田空港

・飲食・物販店舗（第１ターミナル７：００～２１：３０、第２ターミナル５：００～２２：００）
・仮眠室（第１ターミナル７：００～２１：００、第２ターミナル７：００～２１：３０） ※出国審査後
・シャワールーム（第１ターミナル６：３０～２１：００、第２ターミナル６：３０～２１：００）
・コンビニ（第１ターミナル６：００～２３：００、第２ターミナル２４時間営業）

成田空港
○その他施設

・診療所（第１ターミナル９：００～１６：３０、第２ターミナル９：００～１８：００）
・リフレクソロジー・ボディケア（第１ターミナル９：００～２０：００、第２ターミナル９：００～２１：００）

※各営業時間は 全店舗のうち 最大値を抜粋

共通課題 ○深夜営業施設の拡大等、旅客ターミナルビル内の快適性の向上

※各営業時間は、全店舗のうち、最大値を抜粋
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（参考）１都市複数空港における機能分担（ソウル）

仁川 年間旅客数（万人）仁川
• ２空港の旅客数の約２／３
• 国際線旅客が99％を占める
• 就航先はアジア・太平洋が７割だが、域外にも

41地点に就航

年間旅客数（万人）

合計：約５千４百万人

41地点に就航

金浦
• ２空港の旅客数の約１／３

旅客の８割強が国内線旅客 仁川（国際）

金浦（国内）
1,484 

• 旅客の８割強が国内線旅客
• 国際線は東アジアに限定的に就航

金浦空港からの就航先
日本：羽田、中部、関西

仁川（国際）
3,467 

仁川（国内）

52

金浦（国際）
368 

出典 ACI2011
日本 羽田、中部、関西
中国：北京、上海（虹橋）
台湾：台北（松山） 就航地分布（地点数）

出典：ACI2011

仁 金浦
アジア・太平洋

仁 空港

金浦空港

約50km

約17km

仁川 金浦
1

5 14

欧州

中東

北米

アフリカ

仁川空港
約

96

21
8

36出典：Flightglobal（2013年8月時点） 36



（参考） １都市複数空港における機能分担（上海）

浦東 年間旅客数（万人）浦東
• ２空港の旅客数の約６割
• 就航先はアジア・太平洋が多いが、域外にも36

地点に就航
浦東（国際）

年間旅客数（万人）

合計：約７千５百万人

虹橋
• ２空港の旅客数の約４割
• 国内線旅客が97％を占める

国際線は東アジアに限定的に就航

浦東（国際）
1,519 

虹橋（国内）
3,211 

• 国際線は東アジアに限定的に就航
虹橋空港からの就航先

日本：羽田
韓国：ソウル（金浦）

浦東（国内）
2,626 

虹橋（国際）
100出典 ACI2011韓国 ソウル（金浦）

台湾：台北（松山）
その他：香港、マカオ

100 

就航地分布（地点数）

出典：ACI2011

浦東 虹橋
アジア・太平洋

欧

虹橋空港

1
1 4

11

浦東 虹橋 欧州

中東

北米

アフリカ

ラテン・アメリカ

浦東空港
約30km

約17km

112

19

57

3737出典：Flightglobal（2013年8月時点）



（参考）１都市複数空港における機能分担（ニューヨーク）

ジョン・F・ケネディ（JFK） 年間旅客数（万人）ジョン ケネディ（ ）
• ３空港の旅客数の半数弱が集中
• 国内線旅客と国際線旅客が同数規模
• 就航先の６割強は北米域外
• LCCのジェット・ブルーが乗り入れ ジ デ

ニューアーク

（国内）

年間旅客数（万人）

合計：約１億６百万人

• LCCのジェット ブル が乗り入れ

ラガーディア
• ３空港の旅客数の１／４弱
• 国内線旅客が96％を占める

ジョン・Ｆ・ケネディ

（国際）
2,392 

ジョン・Ｆ・ケネディ

ニューアーク

（国際）
1 151

（国内）
2,220

国内線旅客が96％を占める
• 就航先のほとんどが北米域内
• ニューヨーク＆ニュージャージー港湾局による

運航距離規制あり

ジョン ケネディ

（国内）
2,376 

ラガーディア

（国際）
104

ラガーディア

（国内）
2,309

1,151 

出典：ACI2011
ニューアーク
• ３空港の旅客数の約30%を占める
• 国内線旅客が65％占める
• 就航先は北米が過半を占めるが、欧州、ラテン

104出典：ACI2011

就航地分布（地点数）

ジョン・F・ケネディ アジア・太平洋

アフリカ

就航先は北米が過半を占めるが、欧州、ラテン
アメリカもそれぞれ約２割を占める

ラガーディア空港

約13km

6 10

4166

ジ ン ケネディ

ラガーディア ニューアーク

欧州

中東

北米

ラテン・アメリカ

約24km
約22km

ニューアーク空港

約13km

439

7

31

91

3

JFK空港
32

2

70

38出典：Flightglobal（2013年8月時点）



（参考）１都市複数空港における機能分担（ロンドン）

ヒースロー（都心から約24km） 年間旅客数（万人）ヒ ス （都心から約24km）
• ５空港の旅客数の半数が集中
• ５空港の中で唯一就航先の過半が欧州域外
• LCC ２社（イージージェット、ライアン航空）は

乗り入れず
スタンテッドスタンテッド

（国内）

ルートン（国際）
847 

ルートン（国内）
105 

シティ（国際）
241 

シティ（国内）
59 

合計：
約１億３千４百万人

乗り入れず

• 混雑時間帯は、貨物便及びビジネスジェット等
の運航禁止

ガトウ ク（都心から約45k ）

ヒースロー

（国際）
6,473 

ガトウィック

ガトウィック

（国内）
372 

（国際）
1,659 

（国内）
145 

ガトウィック（都心から約45km）

• 就航先は欧州が中心だが、１／４程度は南北
アメリカ大陸、アフリカ大陸

• 就航先が５空港の中で最も多い

ヒースロー

（国内）
470 

（国際）
2,996 

出典：ACI2011

就航地分布（地点数）
就航先が 空港の中で最も多

• 混雑時間帯は、貨物便及びビジネスジェット等
の運航禁止

スタンステッド（都心から約50km）
14 4

9

3 102030

就航地分布（地点数）

ヒースロー ガトウィック

アジア・太平洋

欧州

アフリカ

タン テッド（都心から約 ）
• ライアン航空（LCC）の拠点
• ほぼ欧州域内

ルートン（都心から約50km）
129

23

78

5
11

欧州

中東

北米

ラテン・アメリカ

ン（都心 ら約 ）
• 専らLCCが利用
• ほぼ欧州域内

シティ（都心から約10km）

32 21
スタンステッド ルートン シティ

ィ（都 約 ）
• 小型機が90％以上

142

43

85

39出典：Flightglobal（2013年8月時点）



（参考）１都市複数空港における機能分担（パリ）

シャルル・ド・ゴール 年間旅客数（万人）シャルル ド ゴ ル
• ２空港の旅客数の約７割
• 国際線旅客が９割強

• 就航先は欧州が過半を占めるが、アフリカも２割
弱を占める

オルリー

（国内）
1 142

年間旅客数（万人）

合計：約８千８百万人

弱を占める

オルリー
• ２空港の旅客数の約３割

国際線旅客が６割弱 シャルル

オルリー

（国際）
1,572 

1,142 

• 国際線旅客が６割弱
• 就航先は７割弱が欧州、 ２割弱がアフリカ

シャルル・

ド・ゴール

（国際）
5,574 

シャルル・

ド・ゴール

（国内）
523 ボーヴェ空港

シャルル・ド・ゴール空港

約27km

5 3

就航地分布（地点数）

出典：ACI2011
約80km

ボ ヴェ空港

約14km
4011

25

シャルル・ド・ゴール オルリー

216
3

アジア・太平洋

欧州

中東

北米

アフリカ

ラテン・アメリカ

オルリー空港
22

119

14

21

82
（参考）ボーヴェ空港

パリから北西８０キロの地点にある空港で、ライアンエアーがパリの
ベースとして使っている等LCC空港として機能。2012年の乗降客数
は約390万人

119

40出典：Flightglobal（2013年8月時点）



（参考）１都市複数空港における機能分担（ミラノ）

マルペンサ 年間旅客数（万人）マル ンサ
• ２空港の旅客数の約７割
• 国際線旅客が約８割
• 就航先は欧州が約７割を占める リナーテ

（国内）

年間旅客数（万人）

合計：約２千８百万人

リナーテ
• ２空港の旅客数の約３割
• 国内線旅客が６割強

運航が認められる路線はEU域内に限定

マルペンサ

（国際）
リナーテ

（国際）

（国内）
557 

• 運航が認められる路線はEU域内に限定
ミラノ複数空港の前年の旅客数に基づき、
１日の往復運航可能便数が決められる等の
ルールあり

1,540 

マルペンサ

（国内）
389 

349 

• チャーター機及び非EU国籍航空会社の乗り入
れを禁止

就航地分布（地点数）

出典：ACI2011

マルペンサ空港

9
11

4
マルペンサ リナーテ

アジア・太平洋

欧州

中東

北米

アフリカ

ラテン・アメリカ

約48km

約7km

12
6

28

リナーテ空港
90

41出典：Flightglobal（2013年8月時点）



○ 内陸空港の特殊性から 成田空港周辺では 成田空港会社による騒防法・騒特法に基づく対策のほか 周辺

（参考）成田空港周辺における騒音等環境対策

○ 内陸空港の特殊性から、成田空港周辺では、成田空港会社による騒防法・騒特法に基づく対策のほか、周辺
自治体による谷間対策、地域共生財団※による隣接区域対策がきめ細かく実施されている。

騒防法に基づく騒音対策

成田空港会社成田空港会社

①概ねLden57dB以上の区域の共同利用施設等の防音工事、空調機

機能回復工事への助成

②第1種区域（Lden62dB）住宅防音工事、空調機機能回復工事等への助成

③第2種区域（Lden73dB）移転補償、土地の買入れ

④第3種区域（Lden76dB）移転補償、土地の買入れ、緩衝緑地帯の整備

騒特法に基づく騒音対策騒特法に基づく騒音対策

成田空港会社

①障害防止特別地区（Lden66dB）の移転補償、土地の買入れ

②障害防止地区（Lden62dB） の建築物への自己防音構造義務付け②障害防 （ ） 建築物 自 防音構造義務付

その他の騒音対策

成田空港会社

①騒音測定

②周辺対策交付金の交付

周辺自治体

①谷間 準谷間区域の住宅防音工事 空調機機能回復工事等への補助①谷間、準谷間区域の住宅防音工事、空調機機能回復工事等への補助

地域共生財団

①第1種区域、谷間・準谷間区域内防音住宅の拡充工事への助成

②隣接区域の住宅防音工事、空調機機能回復工事等への助成

※地域共生財団
正式名称：公益財団法人成田空港周辺地域共生財団

空港周辺の１市７町（現３市３町）、千葉県および成田
空港会社により設立された公益財団法人
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